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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数個直列に接続されて組電池を構成する充放電可能な電池セルに対応して、各電池セ
ルのセル電圧を検出すると共に、前記各電池セルのセル電圧を放電するセル電圧監視回路
と、
　前記各電池セルの正極、負極に接続される接続ラインと、
　前記接続ラインから分岐し、前記各電池セルのセル電圧を検出するために前記セル電圧
監視回路に接続されるセル電圧検出ラインと、
　前記接続ラインから分岐し、前記各電池セルのセル電圧を放電するために前記セル電圧
監視回路に接続されるセル電圧放電ラインと、
　複数の前記セル電圧検出ラインの少なくとも一つのラインおよび複数の前記セル電圧放
電ラインの少なくとも一つのラインに前記各電池セルの使用未使用に応じて実装もしく非
実装される第１のジャンパー抵抗と、
　を備える電池システム監視装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の電池システム監視装置において、
　前記電池セルが未使用の場合に、隣接する前記セル電圧検出ラインまたは隣接する前記
セル電圧放電ラインを相互に接続するラインに実装される第２のジャンパー抵抗をさらに
備える電池システム監視装置。
【請求項３】
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　請求項２に記載の電池システム監視装置において、
　前記第１および第２のジャンパー抵抗は、前記組電池の高電位側であって、前記セル電
圧検出ラインおよび前記セル電圧放電ラインに実装される電池システム監視装置。
【請求項４】
　請求項２に記載の電池システム監視装置において、
　前記第１および第２のジャンパー抵抗は、前記組電池の低電位側であって、前記セル電
圧検出ラインおよび前記セル電圧放電ラインに実装される電池システム監視装置。
【請求項５】
　請求項２に記載の電池システム監視装置において、
　前記第１および第２のジャンパー抵抗は、前記組電池の中電位側であって、前記セル電
圧検出ラインおよび前記セル電圧放電ラインに実装される電池システム監視装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５までのいずれか一項に記載の電池システム監視装置と、
　前記電池セルを複数個直列に接続されて組電池を構成する電池群と、を備えた電池パッ
ク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電池システム監視装置および電池パックに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ハイブリッド自動車（ＨＥＶ）や電気自動車（ＥＶ）などでは、所望の高電圧を確保す
るため、二次電池である電池セルを多数直列接続して構成される組電池（電池システム）
が用いられている。このような組電池には、所定数の電池セルに対応してセル電圧監視Ｉ
Ｃ(Integrated Circuit)を備えた電池システム監視装置が設けられている。
【０００３】
　セル電圧監視ＩＣにより、各電池セルの端子間電圧（セル電圧）の測定や、各電池セル
の残存容量を均等化するためのセル放電などを行うことで、各電池セルの状態を監視およ
び管理している。各電池セルの放電中に、各電池セルとセル電圧監視ＩＣとの間に設けら
れた電圧検出線には放電抵抗を介して放電電流が流れる。このとき、電圧検出線において
、そのインピーダンスの大きさに応じた電圧降下が生じる。
【０００４】
　近年では、残存容量の変化に対する電圧変動がより小さな電池セルが実用化されている
。こうした電池セルを用いた場合、セル電圧を測定して残存容量を正確に推定するために
は、従来よりも高い測定精度が要求される。そのため、放電中のセル電圧の測定では、電
圧検出線における電圧降下の影響が無視できなくなっている。特許文献１には、電圧検出
線における電圧降下分を補正することで、正確にセル電圧を測定する装置が記載されてい
る。
【０００５】
　また、電池システム監視装置の電池制御基板を異なる数の電池セルに対応して共通に使
用するために、電圧検出線にセル切り替え用のジャンパー抵抗を設ける場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－７５５０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　電圧検出線にセル切り替え用のジャンパー抵抗を設けた場合に、ジャンパー抵抗の影響
によりセル電圧の測定精度が悪化する。
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【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による電池システム監視装置は、複数個直列に接続されて組電池を構成する充放
電可能な電池セルに対応して、各電池セルのセル電圧を検出すると共に、前記各電池セル
のセル電圧を放電するセル電圧監視回路と、前記各電池セルの正極、負極に接続される接
続ラインと、前記接続ラインから分岐し、前記各電池セルのセル電圧を検出するために前
記セル電圧監視回路に接続されるセル電圧検出ラインと、前記接続ラインから分岐し、前
記各電池セルのセル電圧を放電するために前記セル電圧監視回路に接続されるセル電圧放
電ラインと、複数の前記セル電圧検出ラインの少なくとも一つのラインおよび複数の前記
セル電圧放電ラインの少なくとも一つのラインに前記各電池セルの使用未使用に応じて実
装もしく非実装される第１のジャンパー抵抗と、を備える。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、セル放電時において、セル切り替え用のジャンパー抵抗による影響を
なくしてセル電圧の検出精度を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】電池システム監視装置の回路構成である。
【図２】（ａ）、（ｂ）比較例における電池システム監視装置の回路構成である。
【図３】（ａ）、（ｂ）第１の実施形態における電池システム監視装置の回路構成である
。
【図４】（ａ）、（ｂ）第２の実施形態における電池システム監視装置の回路構成である
。
【図５】（ａ）、（ｂ）第３の実施形態における電池システム監視装置の回路構成である
。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
－電池システム監視装置－
　まず、本実施形態の説明に先立って一般的な電池システム監視装置について説明する。
　なお、本実施形態による電池システム監視装置は、ハイブリッド自動車（ＨＥＶ）に搭
載される電池システムを監視するものに限定されない。例えば、プラグインハイブリッド
自動車（ＰＨＥＶ）や電気自動車（ＥＶ）、鉄道車両などに搭載される電池システムを監
視する電池システム監視装置に対しても、幅広く適用可能である。
【００１２】
　また、本実施形態による電池システム監視装置が制御および監視の対象とする電池シス
テムの最小単位として、所定の出力電圧範囲、たとえば３．０Ｖ～４．２Ｖ（平均出力電
圧：３．６Ｖ）の出力電圧範囲を有するリチウムイオン電池を想定している。しかし、電
池システム監視装置は、リチウムイオン電池以外の蓄電・放電デバイスを用いて構成され
た電池システムを制御および監視の対象としてもよい。すなわち、ＳＯＣ（State Of Cha
rge）が高すぎる場合（過充電）や低すぎる場合（過放電）にその使用を制限する必要が
あれば、どのような蓄電・放電デバイスを用いて電池システムを構成してもよい。以下の
説明では、このような電池システムの構成要素としての蓄電・放電デバイスを、電池セル
と総称する。また、この電池セルを複数個直列に接続したものを組電池と呼ぶ。
【００１３】
　以下、図面を参照して電池システム監視装置の一例を説明する。
　図１は、電池システム監視装置２の構成を示す図である。電池システム監視装置２は、
組電池１と接続されており、フィルタ回路３、放電抵抗４、セル電圧監視ＩＣ５を有して
いる。セル電圧監視ＩＣ５は、セル電圧検出部６、セル放電スイッチ７、セル放電制御部
８を備えている。
【００１４】
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　組電池１は、ｎ－１個の電池セルが直列に接続されており、電池システム監視装置２が
制御および監視の対象とする電池システムである。組電池１の各電池セルの正極、負極に
接続されるｎ個のセル電圧検出・放電ラインＣＬ１～ＣＬｎは、ｎ個のセル電圧検出ライ
ンＳＬ１～ＳＬｎとｎ個のセル電圧放電ラインＢＬ１～ＢＬｎとにそれぞれ分岐される。
セル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎはフィルタ回路３を介して、セル電圧放電ラインＢＬ
１～ＢＬｎは放電抵抗４を介してセル電圧監視ＩＣ５に接続される。
【００１５】
　フィルタ回路３は、セル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎからセル電圧監視ＩＣ５に入力
される各電池セルの電圧信号に重畳された高周波ノイズを除去するためのフィルタ回路で
あり、セル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎの各々に対して設けられた抵抗とコンデンサに
より構成されている。このフィルタ回路３はセル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎにおいて
セル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎとセル電圧放電ラインＢＬ１～ＢＬｎの分岐点とセル
電圧監視ＩＣ５の間にそれぞれ設けられる。
【００１６】
　放電抵抗４は、放電時に放電ラインＢＬ１～ＢＬｎに流れる放電電流を調整するための
抵抗素子であり、セル電圧放電ラインＢＬ１～ＢＬｎにおいてセル電圧検出ラインＳＬ１
～ＳＬｎとセル電圧放電ラインＢＬ１～ＢＬｎとの分岐点とセル電圧監視ＩＣ５の間にそ
れぞれ設けられる。
【００１７】
　またセル電圧監視ＩＣ５の電源端子ＶＣＣはセル電圧監視ＩＣ５の電源ラインＰＬによ
り組電池１の最上位、すなわち最も高電位側に配置されている電池セルの正極側に接続さ
れる。セル電圧監視ＩＣ５のＧＮＤ端子はセル電圧監視ＩＣ５のＧＮＤラインＧＬにより
組電池１の最下位、すなわち最も低電位側に配置されている電池セルの負極側に接続され
る。
【００１８】
　なお、図１では、組電池１においてｎ－１個の電池セルが直列に接続されている例を示
しているが、組電池１の構成は、電池セルを並列に接続したものをさらに直列に接続にす
るなど、他の構成であってもよく、電池セルの個数も限定されない。
【００１９】
　セル電圧監視ＩＣ５はｎ個のセル電圧検出・放電ラインＣＬ１～ＣＬｎから分岐された
ｎ個のセル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎにより電池セルの電圧を検出する。電池システ
ム監視装置２は、セル電圧監視ＩＣ５による各電池セルの電圧検出結果に基づいて、組電
池１を制御および監視するための所定の動作を実行する。例えば、各電池セルの充電状態
（ＳＯＣ）を推定し、電池セル間で充電状態にばらつきが生じている場合は、セル電圧放
電ラインＢＬ１～ＢＬｎのうち、放電対象の電池セルに対応するセル放電スイッチ７を制
御する。そして、セル電圧放電ラインＢＬ１～ＢＬｎを介してセル放電電流を流すことに
より、各電池セルの充電状態を均一化するための放電を行う。この他にも、電池システム
監視装置２は、セル電圧監視ＩＣ５により検出された各電池セルの電圧に基づいて、様々
な処理や制御を行う。
【００２０】
　以上説明した電池システム監視装置は、以下に説明する比較例や実施形態においても同
様な処理や制御を行う。
【００２１】
－比較例－
　電池システム監視装置において、任意のセル数に対応するにはセル数毎に別々の電池制
御基板で対応することが考えられるが別々の電池制御基板とした場合、生産コスト、開発
コストが高くなる。コスト削減のためにはセル数に依らない電池制御基板の実現、つまり
任意のセル数に対して回路部品の実装変更で対応できるように電池制御基板の共通化が求
められる。電池制御基板を共通化するには、回路部品の実装変更によりセル数に応じた回
路構成をとる必要がある。
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【００２２】
　図２（ａ）、（ｂ）は、比較例における共通電池制御基板を用いた電池システム監視装
置の回路構成である。共通電池制御基板として、１２セル用のセル電圧監視ＩＣ５を２個
用いた例で説明する。図２（ａ）は、共通電池制御基板を用いて２４セル用とした回路構
成図である。図２（ｂ）は、共通電池制御基板を用いて２０セル用とした回路構成図であ
る。図２（ｂ）の２０セル組電池は、セル１、２、１３、１４がなく、セル１、２、１３
、１４に相当するセル部は短絡されている組電池とする。
【００２３】
　共通電池制御基板上のジャンパー抵抗４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、４０ｄは後述する電池
セルの短絡対策となるセル切り替え用ジャンパー抵抗である。ジャンパー抵抗４０ｅ、４
０ｆは２０セルの場合に上側のセル電圧監視ＩＣ５の電源を供給するための電源ラインＰ
Ｌを構成するジャンパー抵抗であり、ジャンパー抵抗４０ｇ、４０ｈは２０セルの場合に
下側のセル電圧監視ＩＣ５のセル電圧検出・放電ラインＣＬを構成するジャンパー抵抗で
ある。
【００２４】
　図２（ａ）に示す２４セル用の回路構成は、ジャンパー抵抗４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、
４０ｄを実装し、ジャンパー抵抗４０ｅ、４０ｆ、４０ｇ、４０ｈを非実装とする構成で
ある。
【００２５】
　図２（ｂ）に示す２０セル用の回路構成は、ジャンパー抵抗４０ｅ、４０ｆ、４０ｇ、
４０ｈを実装し、ジャンパー抵抗４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、４０ｄを非実装とする構成で
ある。
【００２６】
　ここでジャンパー抵抗４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、４０ｄについて説明する。電池システ
ム監視装置２の電池制御基板を共通化する場合に問題となるのが組電池１と電池システム
監視装置２との誤接続による電池制御基板上での電池セルの短絡である。
【００２７】
　共通電池制御基板において対応している回路構成のセル数より組電池のセル数が少ない
場合には組電池１が誤接続されても電池セルの短絡の問題は生じないが共通電池制御基板
の対応している回路構成のセル数より組電池１のセル数が多い場合は電池制御基板上で電
池セルが短絡してしまう。図２（ｂ）を例に説明するとジャンパー抵抗４０ａ、４０ｂ、
４０ｃ、４０ｄが配線で繋がれている場合（ジャンパー抵抗４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、４
０ｄが実装されている場合）、２０セル用の回路構成の電池制御基板に誤って２４セルの
組電池１が接続されてしまうと、ジャンパー抵抗４０ｅ、４０ｆ、４０ｇ、４０ｈを通し
て電池制御基板上で電池セルが短絡してしまう。電池制御基板上で電池セルの短絡を防ぐ
ためには誤接続により電池未使用部に電池セルが接続されても電池セルの短絡が起きない
ようにジャンパー抵抗で配線を切り離す必要がある。
【００２８】
　以上説明したようにジャンパー抵抗４０ａ、４０ｂ、４０ｃ、４０ｄは電池制御基板の
対応しているセル数より組電池１のセル数が多い場合、電池セルが接続されても電池セル
の短絡のないように配線を切り離すことが目的のジャンパー抵抗である。２０セル用電池
制御基板に誤って２４セルの組電池１が接続されたとしてもジャンパー抵抗４０ａ、４０
ｂ、４０ｃ、４０ｄを非実装とすることで配線を切り離しているため電池セルの短絡は起
きない。
【００２９】
　また一方で電池制御基板を共通化した場合の電池システム監視装置で問題となるのがセ
ル電圧の検出精度である。セル電圧の検出精度は電池システム監視装置２において電気的
特性の重要な要素であるが、上述の電池セルの短絡対策となるセル切り替え用ジャンパー
抵抗がセル電圧の検出精度に大きく影響してしまう。
【００３０】
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　セル電圧の検出精度は、セル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬの分岐部前
の共通経路部（セル電圧検出・放電ラインＣＬ）のインピーダンス（例えば、図示省略し
た過電流保護ヒューズ抵抗、ワイヤーハーネス抵抗、コネクタ接触抵抗、基板配線抵抗）
に流れる電流による電圧降下により悪化してしまう。
【００３１】
　セル非放電時はセル電圧監視ＩＣ５に流れるリーク電流は数μＡのため電圧降下の影響
は小さいが、セル放電時は放電電流が数十ｍＡ流れるためセル電圧検出ラインＳＬとセル
電圧放電ラインＢＬの分岐部前の共通経路部の抵抗による電圧降下は大きくなり、電圧検
出誤差は数十ｍＶになる。セル放電電流の仕様が大きくなるにつれこの影響は大きくなる
。一般的なジャンパー抵抗は５０～１００ｍΩの抵抗値をもっており、セル切り替え用ジ
ャンパー抵抗はセル電圧検出・放電ラインＣＬに実装された場合は、セル電圧検出・放電
ラインＣＬのインピーダンスが上がってしまい、電池システム監視装置の電気的特性の重
要な要素であるセル電圧の検出精度が悪化する。
【００３２】
　比較例では、以上説明したようにセル電圧の検出精度が悪化するが、以下に述べる各実
施形態ではセル電圧の検出精度を高めることができる。
【００３３】
－第１の実施形態－
　図３（ａ）、（ｂ）は、本発明の第１の実施形態における電池システム監視装置の回路
構成である。共通電池制御基板として、１２セル用のセル電圧監視ＩＣを２個用いた例で
説明する。図３（ａ）は、共通電池制御基板を用いて２４セル用とした回路構成図である
。図３（ｂ）は、共通電池制御基板を用いて２０セル用とした回路構成図である。
【００３４】
　図３（ａ）、（ｂ）に示す回路構成において、各電池セルの正極、負極に接続されるセ
ル電圧検出・放電ラインＣＬ１～ＣＬｎは、セル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎとセル電
圧放電ラインＢＬ１～ＢＬｎとに分岐される。セル電圧検出ラインＳＬ１～ＳＬｎはフィ
ルタ回路３を介してセル電圧監視ＩＣ５Ｕ，Ｌのセル電圧検出部６に接続される。セル電
圧放電ラインＢＬ１～ＢＬｎは放電抵抗４を介してセル放電スイッチ７（セル放電回路）
に接続される。
【００３５】
　ジャンパー抵抗１０ｉ、１０ｋ、１０ｍ、１０ｏは、セル電圧検出ラインＳＬとセル電
圧放電ラインＢＬとの分岐部以降のセル電圧検出ラインＳＬに実装され、ジャンパー抵抗
１０ｊ、１０ｌ、１０ｎ、１０ｐは、セル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬ
との分岐部以降のセル電圧放電ラインＢＬに実装される。ジャンパー抵抗１０ｉ、１０ｋ
、１０ｍ、１０ｏ、およびジャンパー抵抗１０ｊ、１０ｌ、１０ｎ、１０ｐは、第１のジ
ャンバー抵抗である。
【００３６】
　ジャンパー抵抗１０ｑ、１０ｒは、２０セル用の回路構成の上側セル電圧監視ＩＣ５Ｕ
の電源供給用のジャンパー抵抗であり、上側セル電圧監視ＩＣ５Ｕの電源端子ＶＣＣは電
源ラインＰＬにより最上位セルのセル電圧検出ラインＳＬに接続される。ジャンパー抵抗
１０ｑ、１０ｒは、隣接するセル電圧検出ラインＳＬの間の接続ラインに実装される。図
３（ａ）、（ｂ）では、ジャンパー抵抗１０ｑ、１０ｒをセル電圧検出ラインＳＬの間の
接続ラインに実装しているが上側セル電圧監視ＩＣ５Ｕの電源をセル電圧放電ラインＢＬ
により供給する場合にはセル電圧放電ラインＢＬの間の接続ラインに実装してもよい。
【００３７】
　また、図３（ａ）、（ｂ）に示す回路構成では、下側セル電圧監視ＩＣ５Ｌの最上位セ
ルの正極側のセル電圧検出・放電ラインＣＬは上側セル電圧監視ＩＣ５Ｕの最下位セルの
負極側と共通のセル電圧検出・放電ラインＣＬとしている。ジャンパー抵抗１０ｓ、１０
ｔは、この下側セル電圧監視ＩＣ５Ｌの最上位セルのセル電圧検出ラインＳＬとセル電圧
放電ラインＢＬとの分岐部以降のセル電圧検出ラインＳＬの間の接続ラインに実装される
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。ジャンパー抵抗１０ｕ、１０ｖはこの下側セル電圧監視ＩＣ５Ｌの最上位セルのセル電
圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬとの分岐部以降のセル電圧放電ラインＢＬの
間の接続ラインに実装される。ジャンパー抵抗１０ｑ、１０ｒ、１０ｓ、１０ｔ、１０ｕ
、１０ｖが第２のジャンパー抵抗である。
【００３８】
　図３（ａ）に示す２４セル用の回路構成では、第１のジャンパー抵抗１０ｉ、１０ｊ、
１０ｋ、１０ｌ、１０ｍ、１０ｎ、１０ｏ、１０ｐを実装し、第２のジャンパー抵抗１０
ｑ、１０ｒ、１０ｓ、１０ｔ、１０ｕ、１０ｖを非実装とする。
【００３９】
　図３（ｂ）に示す２０セル用の回路構成では、セル１、２、１３、１４が未使用であり
、セル１、２、１３、１４のセル部は短絡されている組電池とする。更に、第２のジャン
パー抵抗１０ｑ、１０ｒ、１０ｓ、１０ｔ、１０ｕ、１０ｖを実装し、第１のジャンパー
抵抗１０ｉ、１０ｊ、１０ｋ、１０ｌ、１０ｍ、１０ｎ、１０ｏ、１０ｐを非実装とする
。
【００４０】
　例えば図３（ｂ）に示す２０セル用の回路構成の電池制御基板に、誤って２４セルの組
電池が接続されたとしても、第１のジャンパー抵抗１０ｉ、１０ｊ、１０ｋ、１０ｌ、１
０ｍ、１０ｎ、１０ｏ、１０ｐにより配線を切り離しているため電池セルの短絡は生じな
い。
【００４１】
　なお、ジャンパー抵抗の実装変更で、２０セル用から２４セル用の回路構成に対応する
ことができる。例えば、２２セル用の回路構成とするためには、ジャンパー抵抗１０ｉ、
１０ｊ、１０ｍ、１０ｎを非実装とし、１０ｋ、１０ｌ、１０ｏ、１０ｐを実装し、ジャ
ンパー抵抗１０ｑ、１０ｓ、１０ｕを実装し、ジャンパー抵抗１０ｒ、１０ｔ、１０ｖを
非実装とする。
【００４２】
　第１のジャンパー抵抗は、２本のセル電圧検出ラインおよびセル電圧放電ラインに実装
もしく非実装される例で説明した。しかし、第１のジャンパー抵抗は、複数のセル電圧検
出ラインの少なくとも一つのラインおよび前記複数のセル電圧放電ラインの少なくとも一
つのラインに各電池セルの使用未使用に応じて実装もしく非実装されるものであってもよ
い。
【００４３】
　電池パック５０は、第１の実施形態で説明した電池システム監視装置２と、電池セルを
複数個直列に接続して組電池１を構成する電池群とを同一のパッケージに実装する。
【００４４】
　以上、図３を用いて最大２４セルの組電池に対応する共通電池制御基板の回路構成につ
いて説明したが、セル電圧監視ＩＣ５のチャネル数、セル電圧監視ＩＣ５の数を同様に増
やすことにより２４セル以上の組電池にも対応できる。この場合、ジャンパー抵抗は、セ
ル電圧監視ＩＣ５が管理している組電池の高電位側であって、セル電圧検出ラインＳＬお
よびセル電圧放電ラインＢＬに実装される。
【００４５】
　次に電池システム監視装置において電気的特性の重要な要素であるセル電圧の検出精度
について説明する。
【００４６】
　図２の比較例で示した共通電池制御基板のように、セル切り替え用ジャンパー抵抗がセ
ル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬ分岐部前のセル電圧検出・放電ラインＣ
Ｌ上に実装される場合は、セル非放電時はセル電圧監視ＩＣ５に流れるリーク電流は数μ
Ａのため電圧降下の影響は小さい。しかし、セル放電時は放電電流が数十ｍＡ流れるため
セル電圧検出・放電ラインＣＬのインピーダンスによる電圧降下は大きくなってしまう。
一般的なジャンパー抵抗は５０～１００ｍΩの抵抗値をもっており、ジャンパー抵抗によ
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るセル電圧の検出誤差は数ｍＶになる。セル放電電流の仕様が大きくなるにつれてこの影
響は大きくなってしまう問題がある。
【００４７】
　具体的にセル放電時のセル電圧の検出精度の悪化について述べる。例えば放電抵抗４の
抵抗値を３０Ω、セル電圧を３．６Ｖ、セル電圧検出・放電ラインＣＬの抵抗値を１００
ｍΩ、セル電圧検出・放電ラインＣＬに実装されたジャンパー抵抗を５０ｍΩ、セル放電
スイッチ７のオン抵抗を２Ωとした場合、セル放電電流Ｉは、式（１）により、５７．７
８ｍＡとなり、セル電圧検出値Ｖは、式（２）により、１７．３４ｍＶとなる。
　Ｉ＝３．６／((３０＋０．１＋０．０５)×２＋２)＝０．０５７７８　・・（１）
　Ｖ＝０．０５７７８×(０.１＋０．０５)×２＝０．０１７３４　　　・・（２）
【００４８】
　一方、セル電圧検出・放電ラインＣＬにジャンパー抵抗がない場合、セル放電電流Ｉは
、式（３）により、５７．７８ｍＡとなり、セル電圧検出値Ｖは、式（４）により、１１
．５８ｍＶとなる。
　Ｉ＝３．６／((３０＋０．１)×２＋２）＝０．０５７８８　　　　　・・（３）
　Ｖ＝０．０５７８８×(０.１)×２＝０．０１１５８　　　　　　　　・・（４）
　すなわち、セル電圧検出・放電ラインＣＬ上のジャンパー抵抗によりセル放電時のセル
電圧の検出精度に５．７６ｍＶの誤差が生じて、検出精度が悪化する。
【００４９】
　本実施形態では、第１のジャンパー抵抗１０ｉ、１０ｊ、１０ｋ、１０ｌ、１０ｍ、１
０ｎ、１０ｏ、１０ｐが、セル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬとの分岐部
の後に設けられている。このためセル放電時にセル電圧放電ラインＢＬのジャンパー抵抗
１０ｊ、１０ｌ、１０ｎ、１０ｐには放電電流が流れるが、セル電圧検出ラインＳＬのジ
ャンパー抵抗１０ｉ、１０ｋ、１０ｍ、１０ｏには放電電流は流れないため電池短絡対策
のため実装したセル切り替え用ジャンパー抵抗でのセル電圧の検出精度の悪化は原理的に
生じない。本実施形態では比較例で示したセル電圧検出・放電ラインＣＬ上のジャンパー
抵抗による影響をなくしてセル電圧の検出精度を高めることができる。
【００５０】
－第２の実施形態－
　図４（ａ）、（ｂ）は、第２の実施形態における電池システム監視装置の回路構成であ
る。　第１の実施形態では、図３（ｂ）の２０セル用の回路構成図に示すように、セル電
圧監視ＩＣ５Ｕ，Ｌの高電位側の電池セルを未使用とし、ジャンパー抵抗もセル電圧監視
ＩＣ５Ｕ，Ｌの高電位側に集約していた。本実施形態では、図４に示すように、セル電圧
監視ＩＣ５Ｕ，Ｌの低電位側の電池セルを未使用とし、ジャンパー抵抗をセル電圧監視Ｉ
Ｃ５Ｕ，Ｌの低電位側に集約する回路構成である。
【００５１】
　図４（ａ）、（ｂ）は、共通電池制御基板として、１２セル用のセル電圧監視ＩＣを２
個用いた例で説明する。図４（ａ）は、共通電池制御基板を用いて２４セル用とした回路
構成図である。図４（ｂ）は、共通電池制御基板を用いて２０セル用とした回路構成図で
ある。これらの図において、第１の実施形態で示した図３（ａ）、（ｂ）と同じ個所には
、同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００５２】
　図４（ｂ）に示す２０セル用の回路構成では、セル１１、１２、２３、２４を未使用と
し、セル１１、１２、２３、２４のセル部は短絡されている組電池とする。
【００５３】
　ジャンパー抵抗２０ｉ、２０ｋ、２０ｍ、２０ｏは、セル電圧検出ラインＳＬとセル電
圧放電ラインＢＬとの分岐部以降のセル電圧検出ラインＳＬに実装され、ジャンパー抵抗
２０ｊ、２０ｌ、２０ｎ、２０ｐは、セル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬ
との分岐部以降のセル電圧放電ラインＢＬに実装される。ジャンパー抵抗２０ｉ、２０ｋ
、２０ｍ、２０ｏ、およびジャンパー抵抗２０ｊ、２０ｌ、２０ｎ、２０ｐは第１のジャ
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ンパー抵抗である。
【００５４】
　ジャンパー抵抗２０ｔ、２０ｕは２０セル用の回路構成の下側セル電圧監視ＩＣ５Ｌの
ＧＮＤ供給用のジャンパー抵抗である。下側セル電圧監視ＩＣ５ＬのＧＮＤ端子はＧＮＤ
ラインＧＬから最下位セルのセル電圧検出ラインＳＬに接続される。ジャンパー抵抗２０
ｔ、２０ｕは隣接するセル電圧検出ラインＳＬの間の接続ラインに実装される。図４では
セル電圧検出ラインＳＬの間に実装しているが下側セル電圧監視ＩＣ５ＬのＧＮＤをセル
電圧放電ラインＢＬから供給する場合にはセル電圧放電ラインＢＬの間に接続してもよい
。
【００５５】
　また、図４（ａ）、（ｂ）に示す回路構成では、下側セル電圧監視ＩＣ５Ｌの最上位セ
ルの正極側のセル電圧検出・放電ラインＣＬは上側セル電圧監視ＩＣ５Ｕの最下位セルの
負極側と共通のセル電圧検出・放電ラインＣＬとしている。ジャンパー抵抗２０ｑ、２０
ｒ、２０ｓは、下側セル電圧監視ＩＣ５Ｌの最上位セルのセル電圧検出ラインＳＬとセル
電圧放電ラインＢＬとの分岐部以降の隣接するセル電圧検出ラインＳＬの間の接続ライン
に実装される。ジャンパー抵抗２０ｖ、２０ｗ、２０ｘは、下側セル電圧監視ＩＣ５Ｌの
最上位セルのセル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬとの分岐部以降の隣接す
るセル電圧放電ラインＢＬの間の接続ラインに実装される。ジャンパー抵抗２０ｑ、２０
ｒ、２０ｓ、２０ｔ、２０ｕ、２０ｖ、２０ｗ、２０ｘは第２のジャンパー抵抗である。
【００５６】
　図４（ａ）に示す２４セル用の回路構成では、第１のジャンパー抵抗２０ｉ、２０ｊ、
２０ｋ、２０ｌ、２０ｍ、２０ｎ、２０ｏ、２０ｐを実装し、第２のジャンパー抵抗２０
ｑ、２０ｒ、２０ｓ、２０ｔ、２０ｕ、２０ｖ、２０ｗ、２０ｘを非実装とする。
【００５７】
　図４（ｂ）に示す２０セル用の回路構成では、第２のジャンパー抵抗２０ｑ、２０ｒ、
２０ｓ、２０ｔ、２０ｕ、２０ｖ、２０ｗ、２０ｘを実装し、第１のジャンパー抵抗２０
ｉ、２０ｊ、２０ｋ、２０ｌ、２０ｍ、２０ｎ、２０ｏ、２０ｐを非実装とする。
【００５８】
　電池パック５０は、第２の実施形態で説明した電池システム監視装置２と、電池セルを
複数個直列に接続して組電池１を構成する電池群とを同一のパッケージに実装する。
【００５９】
　以上、図４を参照して最大２４セルの組電池に対応する共通電池制御基板の回路構成に
ついて説明したが、セル電圧監視ＩＣ５のチャネル数、セル電圧監視ＩＣ５の数を増減す
ることにより任意の数のセルよりなる組電池に対応できる。この場合、ジャンパー抵抗は
、セル電圧監視ＩＣ５が管理している組電池の低電位側であって、セル電圧検出ラインＳ
Ｌおよびセル電圧放電ラインＢＬに実装される。
【００６０】
　本実施形態によれば、セル電圧検出・放電ラインＣＬからセル電圧検出ラインＳＬとセ
ル電圧放電ラインＢＬに分岐され、分岐されたセル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラ
インＢＬにセル切り替え用ジャンパー抵抗を実装しているので、セル放電時のセル電圧の
検出精度を高めることができる。
【００６１】
－第３の実施形態－
　図５（ａ）、（ｂ）は、第３の実施形態における電池システム監視装置の回路構成であ
る。　第１の実施形態では、図３（ｂ）の２０セル用の回路構成図に示すように、セル電
圧監視ＩＣ５Ｕ，Ｌの高電位側の電池セルを未使用とし、ジャンパー抵抗もセル電圧監視
ＩＣ５Ｕ，Ｌの上側に集約していた。本実施形態では、図５に示すようにセル電圧監視Ｉ
Ｃ５Ｕ，Ｌの中間電位側の電池セルを未使用とし、ジャンパー抵抗をセル電圧監視ＩＣ５
Ｕ，Ｌの中間電位側に集約する構成である。
【００６２】
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　図５（ａ）、（ｂ）は、共通電池制御基板として、１２セル用のセル電圧監視ＩＣを２
個用いた例で説明する。図５（ａ）は、共通電池制御基板を用いて２４セル用とした回路
構成図である。図５（ｂ）は、共通電池制御基板を用いて２０セル用とした回路構成図で
ある。これらの図において、第１の実施形態で示した図３（ａ）、（ｂ）と同じ個所には
、同じ符号を付し、その説明を省略する。
【００６３】
　図５（ｂ）に示す２０セル用の回路構成では、セル３、４、１５、１６を未使用とし、
セル３、４、１５、１６のセル部は短絡されている組電池とする。
【００６４】
　ジャンパー抵抗３０ｉ、３０ｋ、３０ｍ、３０ｏはセル電圧検出ラインＳＬと、セル電
圧放電ラインＢＬとの分岐部以降のセル電圧検出ラインＳＬに実装され、ジャンパー抵抗
３０ｊ、３０ｌ、３０ｎ、３０ｐは、セル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電ラインＢＬ
との分岐部以降のセル電圧放電ラインＢＬに実装される。ジャンパー抵抗３０ｉ、３０ｋ
、３０ｍ、３０ｏ、およびジャンパー抵抗３０ｊ、３０ｌ、３０ｎ、３０ｐは第１のジャ
ンパー抵抗である。
【００６５】
　また、図５（ａ）、（ｂ）に示す回路構成では、ジャンパー抵抗３０ｑ、３０ｒ、３０
ｓ、３０ｔは、セル電圧監視ＩＣ５Ｕ，Ｌの中間電位側セルのセル電圧検出ラインＳＬと
、セル電圧放電ラインＢＬとの分岐部以降のセル電圧検出ラインＳＬの間の接続ラインに
実装される。ジャンパー抵抗３０ｕ、３０ｖ、３０ｗ、３０ｘは、セル電圧監視ＩＣ５Ｕ
，Ｌの中間電位側セルのセル電圧検出ラインＳＬと、セル電圧放電ラインＢＬとの分岐部
以降のセル電圧放電ラインＢＬの間の接続ラインに実装される。ジャンパー抵抗３０ｑ、
３０ｒ、３０ｓ、３０ｔ、およびジャンパー抵抗３０ｕ、３０ｖ、３０ｗ、３０ｘは第２
のジャンパー抵抗である。
【００６６】
　図５（ａ）に示す２４セル用の回路構成では、第１のジャンパー抵抗３０ｉ、３０ｊ、
３０ｋ、３０ｌ、３０ｍ、３０ｎ、３０ｏ、３０ｐを実装し、第２のジャンパー抵抗３０
ｑ、３０ｒ、３０ｓ、３０ｔ、３０ｕ、３０ｖ、３０ｗ、３０ｘを非実装とする。
【００６７】
　図５（ｂ）に示す２０セル用の回路構成では、第２のジャンパー抵抗３０ｑ、３０ｒ、
３０ｓ、３０ｔ、３０ｕ、３０ｖ、３０ｗ、３０ｘを実装し、第１のジャンパー抵抗３０
ｉ、３０ｊ、３０ｋ、３０ｌ、３０ｍ、３０ｎ、３０ｏ、３０ｐを非実装とする。
【００６８】
　電池パック５０は、第３の実施形態で説明した電池システム監視装置２と、電池セルを
複数個直列に接続して組電池１を構成する電池群とを同一のパッケージに実装する。
【００６９】
　以上、図５を参照して最大２４セルの組電池に対応する共通電池制御基板の回路構成に
ついて説明したが、セル電圧監視ＩＣ５のチャネル数、セル電圧監視ＩＣ５の数を増減す
ることにより任意の数のセルよりなる組電池に対応できる。この場合、ジャンパー抵抗は
、セル電圧監視ＩＣ５が管理している組電池の中電位側であって、セル電圧検出ラインＳ
Ｌおよびセル電圧放電ラインＢＬに実装される。
【００７０】
　本実施形態によれば、セル電圧検出・放電ラインＣＬからセル電圧検出ラインＳＬとセ
ル電圧放電ラインＢＬとに分岐され、分岐されたセル電圧検出ラインＳＬとセル電圧放電
ラインＢＬにセル切り替え用ジャンパー抵抗を実装しているので、セル放電時のセル電圧
の検出精度を高めることができる。
【００７１】
　以上説明した実施形態によれば、次の作用効果が得られる。
（１）電池システム監視装置２は、複数個直列に接続されて組電池を構成する充放電可能
な電池セルに対応して、各電池セルのセル電圧を検出すると共に、各電池セルのセル電圧
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を放電するセル電圧監視ＩＣ５と、各電池セルの正極、負極に接続される接続ラインＣＬ
1～ｎと、接続ラインＣＬ1～ｎから分岐し、各電池セルのセル電圧を検出するためにセル
電圧監視ＩＣ５に接続されるセル電圧検出ラインＳＬ1～ｎと、接続ラインＣＬ1～ｎから
分岐し、各電池セルのセル電圧を放電するためにセル電圧監視ＩＣ５に接続されるセル電
圧放電ラインＢＬ1～ｎと、複数のセル電圧検出ラインＳＬ1～ｎの少なくとも一つのライ
ンおよび複数のセル電圧放電ラインＢＬ1～ｎの少なくとも一つのラインに各電池セルの
使用未使用に応じて実装もしく非実装される第１のジャンパー抵抗１０ｉ～ｐと、を備え
る。これにより、セル放電時において、セル電圧の検出精度を高めることができる。
【００７２】
（２）電池システム監視装置２において、電池セルが未使用の場合に、隣接するセル電圧
検出ラインＳＬ1～ｎまたは隣接するセル電圧放電ラインＢＬ1～ｎを相互に接続するライ
ンに実装される第２のジャンパー抵抗１０ｑ～ｖをさらに備える。これにより、電池制御
基板を共通化して、セル放電時において、セル電圧の検出精度を高めることができる。
【００７３】
（３）電池システム監視装置２において、第１および第２のジャンパー抵抗１０ｉ～ｐ、
１０ｑ～ｖは、セル１～セル１２を備える組電池、およびセル１３～セル２４を備える組
電池の高電位側であって、セル電圧検出ラインＳＬ1～ｎおよびセル電圧放電ラインＢＬ1
～ｎに実装される。これにより、組電池の高電位側の電池制御基板を共通化して、セル放
電時において、セル電圧の検出精度を高めることができる。
【００７４】
（４）電池システム監視装置２において、第１および第２のジャンパー抵抗１０ｉ～ｐ、
１０ｑ～ｖは、セル１～セル１２を備える組電池、およびセル１３～セル２４を備える組
電池の低電位側であって、セル電圧検出ラインＳＬ1～ｎおよびセル電圧放電ラインＢＬ1
～ｎに実装される。これにより、組電池の低電位側の電池制御基板を共通化して、セル放
電時において、セル電圧の検出精度を高めることができる。
【００７５】
（５）電池システム監視装置２において、第１および第２のジャンパー抵抗１０ｉ～ｐ、
１０ｑ～ｖは、セル１～セル１２を備える組電池、およびセル１３～セル２４を備える組
電池の中電位側であって、セル電圧検出ラインＳＬ1～ｎおよびセル電圧放電ラインＢＬ1
～ｎに実装される。これにより、組電池の中電位側の電池制御基板を共通化して、セル放
電時において、セル電圧の検出精度を高めることができる。
【００７６】
（６）電池パックは、（１）から（５）のいずれかの電池システム監視装置２と、電池セ
ルを複数個直列に接続されて組電池１を構成する電池群と、を備えた。これにより、セル
放電時において、セル電圧の検出精度を高めた電池パックを提供することができる。
【００７７】
（変形例）
　本発明は、以上説明した第１～第３の実施形態を次のように変形して実施することがで
きる。
（１）セル電圧監視ＩＣは、２個の場合を例に説明したが、この個数は組電池のセル数に
応じて、１個でも、また３個以上であってもよい。
【００７８】
　本発明は、上記の実施形態に限定されるものではなく、本発明の特徴を損なわない限り
、本発明の技術思想の範囲内で考えられるその他の形態についても、本発明の範囲内に含
まれる。また、上述の実施形態と変形例を組み合わせた構成としてもよい。
【符号の説明】
【００７９】
１…組電池
２…電池システム監視装置
３…フィルタ回路
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４…放電抵抗
５…セル電圧監視ＩＣ
６…セル電圧検出部
７…セル放電スイッチ
８…セル放電制御部
５０…電池パック
１０ｉ～１０ｖ…ジャンパー抵抗
２０ｉ～２０ｘ…ジャンパー抵抗
３０ｉ～３０ｘ…ジャンパー抵抗
４０ａ～４０ｈ…ジャンパー抵抗
ＣＬ１～ＣＬｎセル電圧検出・放電ライン
ＳＬ１～ＳＬｎ…セル電圧検出ライン
ＢＬ１～ＢＬｎ…セル電圧放電ライン
ＰＬ…セル電圧監視ＩＣ電源ライン
ＧＬ…セル電圧監視ＩＣＧＮＤライン
ＶＣＣ…セル電圧監視ＩＣ電源端子
ＧＮＤ…セル電圧監視ＩＣＧＮＤ端子
Ｃ１～Ｃｎ…セル電圧監視ＩＣセル電圧検出端子
ＳＷ１～ＳＷｎ…セル電圧監視ＩＣセル放電端子

【図１】 【図２】
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